
(19)日本国特許庁（JP） (12) 公開特許公報（Ａ） (11)特許出願公開番号

特開2002－345764
(P2002－345764A)

(43)公開日 平成14年12月3日(2002.12.3)

(51)Int.Cl7 識別記号 FI ﾃｰﾏｺｰﾄﾞ(参考)

   �A�6�1�B  5/00    102

   � � � �   5/0205  

   �G�0�6�F 17/60    126

   �A�6�1�B  5/00    102 C

   �G�0�6�F 17/60    126 W

   �A�6�1�B  5/02    D

�4�C�0�1�7

審査請求 未請求 請求項の数 5ＯＬ（全 5 数）

(21)出願番号 特願2001－153519(P2001－153519)

(22)出願日 平成13年5月23日(2001.5.23)

(71)出願人 000005821

松下電器産業株式会社

大阪府門真市大字門真1006番地

(72)発明者 筒井 一也

大阪府門真市大字門真1006番地  松下電器

産業株式会社内

(74)代理人 100097445

弁理士 岩橋 文雄 (外2名)

Ｆターム（参考） 4C017 AA08 AA16 BC11

(54)【発明の名称】 端末装置

(57)【要約】
【課題】  介護者や被介護者における健康管理業務の負
荷を軽減できる端末装置を提供することを目的とする。
【解決手段】  体温を計測する体温計１２および血圧を
計測する血圧計１３と、体温計１２や血圧計１３により
計測されたデータが格納される記憶部と、インターネッ
ト網を介して遠隔操作によるデータの処理および装置の
操作案内を可能とする制御部２１とを有する構成とす
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】人体における所定のデータを計測する計測
手段と、
前記計測手段により計測された前記データが格納される
記憶部と、
公衆回線を介して遠隔操作による前記データの処理およ
び装置の操作案内を可能とする制御部とを有することを
特徴とする端末装置。
【請求項２】操作者に対して音声による案内を行う音声
処理部を備えていることを特徴とする請求項１記載の端
末装置。
【請求項３】前記記憶部は、前記計測手段に計測された
最新の測定記録が格納されることを特徴とする請求項１
または２記載の端末装置。
【請求項４】前記記憶部は、前記計測手段に計測された
複数回の測定記録が格納されることを特徴とする請求項
１または２記載の端末装置。
【請求項５】前記公衆回線はインターネット網または電
話回線であることを特徴とする請求項１～４の何れか一
項に記載の端末装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、健康管理サービス
や介護サービス加入者の健康管理業務の負荷を軽減する
ために、遠隔での健康管理または、介護補助に利用可能
な端末装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】最近の新聞報道等にもみられるように、
日本をはじめ諸外国においても、近い将来において高齢
化社会が訪れることは必至である。我が国においては、
統計的推測によれば西暦２０２０年には全人口に対する
６５才以上の高齢者の占める割合が３０％を越えるとい
われている。
【０００３】このような状況下において、老人医療費の
削減等を目的とした介護保険制度が実施されている。介
護保険制度によれば、被介護者をランク分けし、そのラ
ンクに応じた介護を行うことになる。また、被介護者も
介護に応じた一定の割合の費用を支払うことになる。
【０００４】一方、近年では脳血管障害での死亡率が上
がると同時に、発症が低年齢化している。この脳血管障
害は、死亡しないにしても後遺症が残るケースが多く、
高齢者だけでなく日常の健康管理が重要となる。
【０００５】このような環境の中で、会社や地方自治体
による定期検診はあるものの、日常的な健康管理サービ
スは普及しておらず、自己管理でのみ行われている状況
である。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、これに
よれば、早期発見、早期治療が確実に担保されにくく、
ときには対応が後手となることも考えられる。
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【０００７】また、自己管理する場合にはデータの記録
等が面倒で長続きしにくいのみならず、数字のみのデー
タで分かりにくいために折角データを残しても有効に活
用できないことがあった。
【０００８】そこで、本発明は、介護者や被介護者にお
ける健康管理業務の負荷を軽減することのできる端末装
置を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】この課題を解決するため
に、本発明の端末装置は、人体における所定のデータを
計測する計測手段と、計測手段により計測されたデータ
が格納される記憶部と、公衆回線を介して遠隔操作によ
るデータの処理および装置の操作案内を可能とする制御
部とを有する構成としたものである。
【００１０】これにより、遠隔操作で端末装置のデータ
処理や装置の操作案内ができるので、介護者や被介護者
における健康管理業務の負荷を軽減することが可能にな
る。
【００１１】
【発明の実施の形態】本発明の請求項１に記載の発明
は、人体における所定のデータを計測する計測手段と、
計測手段により計測されたデータが格納される記憶部
と、公衆回線を介して遠隔操作によるデータの処理およ
び装置の操作案内を可能とする制御部とを有する端末装
置であり、遠隔操作で端末装置のデータ処理や装置の操
作案内ができるので、介護者や被介護者における健康管
理業務の負荷を軽減することが可能になるという作用を
有する。
【００１２】本発明の請求項２に記載の発明は、請求項
１記載の発明において、操作者に対して音声による案内
を行う音声処理部を備えている端末装置であり、介護者
や被介護者における健康管理業務の負荷を軽減すること
が可能になるという作用を有する。
【００１３】本発明の請求項３に記載の発明は、請求項
１または２記載の発明において、記憶部は、計測手段に
計測された最新の測定記録が格納される端末装置であ
り、介護者や被介護者における健康管理業務の負荷を軽
減することが可能になるという作用を有する。
【００１４】本発明の請求項４に記載の発明は、請求項
１または２記載の発明において、記憶部は、計測手段に
計測された複数回の測定記録が格納される端末装置であ
り、介護者や被介護者における健康管理業務の負荷を軽
減することが可能になるという作用を有する。
【００１５】本発明の請求項５に記載の発明は、請求項
１～４の何れか一項に記載の発明において、公衆回線は
インターネット網または電話回線である端末装置であ
り、介護者や被介護者における健康管理業務の負荷を軽
減することが可能になるという作用を有する。
【００１６】以下、本発明の実施の形態について、図１
から図６を用いて説明する。なお、これらの図面におい
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て同一の部材には同一の符号を付しており、また、重複
した説明は省略されている。
【００１７】図１は本発明の一実施の形態である端末装
置の外観構成を示す説明図、図２は図１の端末装置の回
路構成を示すブロック図、図３は図１の端末装置による
データ記録処理を示すフローチャート、図４は図１の端
末装置を用いた第１の接続例を示す説明図、図５は図１
の端末装置を用いた第２の接続例を示す説明図、図６は
図１の端末装置を用いた第３の接続例を示す説明図であ
る。
【００１８】図１に示すように、本実施の形態の端末装
置１０は、電源投入を行うスイッチ１１と、体温を測定
する体温計１２と、血圧を測定する血圧計１３と、情報
を視覚的に表示する表示部１４と、操作者に対して音声
案内の出力を行うスピーカ１５とを有している。なお、
人体における所定のデータを計測する計測手段には、体
温計１２や血圧計１３以外のものが設置されていてもよ
い。
【００１９】また、図２に示すように、所定のデータが
入力される入力部１６と、入力されたデータが格納され
る記憶部１７と、体温計（計測手段）１２が所定の位置
にあることを検知するセンサ１８と、血圧計（計測手
段）１３が所定の位置にあることを検知するセンサ１９
と、記憶部１７から送られたデータをアナログ信号に変
換して音量制御する音声処理部２０と、装置の動作制御
を行う制御部２１とを有しており、記憶部１７および音
声処理部２０および制御部２１はデータバス２２とアド
レスバス２３により相互に接続されている。
【００２０】また、後述するＡＤＳＬモデム３０（図
４）またはケーブルモデム３２（図５）と接続を行うた
めにＬＡＮ制御部２４およびＬＡＮ接続コネクタ２５を
備えており、あるいは電話回線３５（図６）と接続を行
うためにテレフォンジャック２６を２つ備えている。そ
して、このように公衆回線と接続可能とされていること
により、介護者は制御部２１を介して遠隔操作により端
末装置１０のデータ処理および操作案内を行うことが可
能となっている。
【００２１】このような端末装置１０によるデータ記録
処理は、図３において、先ずスイッチ１１をＯＮするこ
とにより記録動作モードに入る。
【００２２】そして、体温計１２や血圧計１３を端末装
置１０の所定位置に戻したことがセンサ１８，１９によ
り検出されると（ステップＳ１０）、入力部１６により
シリアルデータ転送で体温計１２や血圧計１３からのデ
ータが端末装置１０に受信される（ステップＳ１１）。
【００２３】次に、当該データの日付がチェックされ
（ステップＳ１２）、受信されたデータが既に記憶部１
７に格納されているデータよりも新しいか、つまり受信
データの日付が最新かどうかが判断される（ステップＳ
１３）。そして、受信データの日付が最新であるなら
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ば、そのデータはデータバス２２およびアドレスバス２
３を通って記憶部１７に書き込まれ（ステップＳ１
４）、それまで記録されていたデータが消去される（ス
テップＳ１５）。なお、このように最新データが上書き
されるのではなく、複数回の測定記録が格納されるよう
になっていてもよい。
【００２４】最後に、ストップキーが押下されたならば
（ステップＳ１６）、処理が終了する。
【００２５】次に、このような端末装置１０を用いた接
続例を図４～図６により説明する。
【００２６】図４に示す第１の接続例は、サービスセン
タ２８が端末装置１０の持つＩＰアドレスを指定するこ
とにより、インターネット網２７を介してサービスセン
タ２８から端末装置１０へ直接接続して、データの更新
による時間の設定変更や、データ更新やＪＡＶＡ（登録
商標）を用いたアプリケーションの変更による音声案内
の変更や表示案内の変更を行うものである。
【００２７】すなわち、記憶部１７に格納されたデータ
が制御部２１によりデータバス２２およびアドレスバス
２３を通って音声処理部２０に送られ、ここでアナログ
信号に変換されるとともに音量制御され、スピーカ１５
により音声案内される。また、表示部１４にはデータが
表示される。
【００２８】ここではＡＤＳＬでの接続を想定してお
り、端末装置１０はＡＤＳＬモデム３０からスプリッタ
２９を通してインターネット網２７に接続される。ここ
で、スプリッタ２９とは、音声通信である電話端末３１
とデータ通信であるＡＤＳＬモデム３０とへのデータを
分ける部分である。
【００２９】次に、図５に示す第２の接続例は、サービ
スセンタ２８が端末装置１０の持つＩＰアドレスを指定
することにより、インターネット網２７を介してサービ
スセンタ２８から端末装置１０へ直接接続して、データ
の更新による時間の設定変更や、データ更新やＪＡＶＡ
を用いたアプリケーションの変更による音声案内の変更
や表示案内の変更を行うものである。
【００３０】すなわち、記憶部１７に格納されたデータ
が制御部２１によりデータバス２２およびアドレスバス
２３を通って音声処理部２０に送られ、ここでアナログ
信号に変換されるとともに音量制御され、スピーカ１５
により音声案内される。また、表示部１４にはデータが
表示される。
【００３１】ここではＣＡＴＶでの接続を想定してお
り、端末装置１０はケーブルモデム３２からセパレータ
３３を通してインターネット網２７に接続される。ここ
で、セパレータ３３とは、画像データであるテレビ３４
とデータ通信であるケーブルモデム３２へのデータを分
ける部分である。
【００３２】なお、インターネット網２７への接続は、
以上に説明したＡＤＳＬおよびＣＡＴＶ以外によるもの
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でもよい。
【００３３】次に、図６に示す第３の接続例は、サービ
スセンタ２８が電話回線３５を介して端末装置１０へ接
続することにより、データの更新による時間の設定変更
や、データ更新やＪＡＶＡを用いたアプリケーションの
変更による音声案内の変更や表示案内の変更を行うもの
である。
【００３４】すなわち、記憶部１７に格納されたデータ
が制御部２１によりデータバス２２およびアドレスバス
２３を通って音声処理部２０に送られ、ここでアナログ
信号に変換されるとともに音量制御され、スピーカ１５
により音声案内される。また、表示部１４にはデータが
表示される。
【００３５】ここでは電話回線３５を用いた接続が行わ
れるもので、端末装置１０にはテレフォンジャック２６
が２つ備えられており、電話回線３５を介して電話端末
３１と接続が可能となっている。
【００３６】そして、前述した端末装置１０を公衆回線
であるインターネット網２７あるいは電話回線３５を介
してサービスセンタ２８と接続することにより、サービ
スセンタ２８は遠隔操作で端末装置１０の設定変更やデ
ータ編集ができる。
【００３７】これにより、当該端末装置１０に体温情報
や血圧情報などの計測情報を蓄積することが可能になる
とともに、測定時間や操作方法、操作案内が可能になっ
て、介護者や被介護者における健康管理業務の負荷を軽
減することができる。 *
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*【００３８】
【発明の効果】以上のように、本発明によれば、遠隔操
作で端末装置のデータ処理や装置の操作案内ができるの
で、介護者や被介護者における健康管理業務の負荷を軽
減することが可能になるという有効な効果が得られる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態である端末装置の外観構
成を示す説明図
【図２】図１の端末装置の回路構成を示すブロック図
【図３】図１の端末装置によるデータ記録処理を示すフ
ローチャート
【図４】図１の端末装置を用いた第１の接続例を示す説
明図
【図５】図１の端末装置を用いた第２の接続例を示す説
明図
【図６】図１の端末装置を用いた第３の接続例を示す説
明図
【符号の説明】
１０  端末装置
１２  体温計（計測手段）
１３  血圧計（計測手段）
１７  記憶部
２０  音声処理部
２１  制御部
２７  インターネット網（公衆回線）
３５  電話回線（公衆回線）

【図１】 【図２】
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/AA15

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种能够减轻护理人员或护理人员的卫生保健工作
负担的终端设备。 解决方案：用于测量体温的温度计12和用于测量血压
的血压计13，用于存储由温度计12和血压计13测量的数据的存储单元，
以及通过互联网通过远程控制进行的数据处理。 控制部分（21）使得能
够进行设备的操作指导。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/d336421f-f782-41e2-80ec-41d70bdafea6
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/018998024/publication/JP2002345764A?q=JP2002345764A

